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機能は失われ,筋 線維が萎縮 し療痕化 をきた し,
その影響で顎骨が変形するとの報告がある4・5)。顎
口腔領域では表情筋や軟口蓋諸筋のように筋束が































　 ラッ トを仰臥位 とし,上顎切歯にマスクを装着
してDiethyl　Ether(WAkO)およびFLUOTHANE
(武田薬品)の 全身麻酔下 に下顎骨のオ トガイ下





　顎二腹筋前腹 と咬筋 を確認 し,両筋の筋膜の境
界に位置する顎舌骨筋神経を明示 し(写 真2),












ラ ッ ト各5匹 お よび,対 照群 と しての未処置 ラッ
トの顎二腹筋前 腹 につ いて を以下 の観 察 を行 な っ
た。なお,観 察 には光 学顕微鏡(Nikon　XUW-31>
を 使 用 し,デ ー タ の 統 計 処 理 に はMann-
Whitney　U-test　with　Bonferroni　correctionを
用いた。
　 1)組 織 化学的観察
　 顎二腹筋 前腹 を起始 部か ら停 止部 にわたって採
取 し,水練和 した トラガカン トゴム(和 光純薬社製)
に よ りコル ク栓(径15mm,厚 さ5mm)上 に筋線
維が垂 直 にな るよ うに植立 し,液 体窒 素で冷 却 し
た イソペ ンタン を用 い20～30秒で急 速凍 結固定
した。 標本 は-25℃ の ク リオ ス タ ッ ト(Leitz社
製Cryostat　1720)内で 厚 さ8μmの 連続 切 片 を
作製 した。埜 中の方 法9)に準 じて神 経筋接合 部 の
機能 判 定 の た めに ア セチル コ リ ンエ ス テ ラー ゼ
(以下AChE)染 色 を行 い40倍の接 眼 レ ンズ一
視野 あたいの陽性 数 を計測 した,ま た筋線維 タイ
プの変 化 を検 索 す るため に アデ ノシ ン トリボス
フ ァターゼ(以 下ATPase)染色 を行 い全 筋線維
数 あた りの タイプ2C線 維 の出現率 を算 定 した。
　 2)神 経追跡実験
　 神 経追跡 実験 は伊藤10),羽山11)の方法 に準 じて
行 った。検 索期 間の48時間前 に10%horseradish
peroxidase-wheat　germ　agglutintin(以下WGA-
HRP;TOYOBO)溶 液 を顎二腹筋 前腹 に注 入 し
た。 まず,ラ ッ トを仰 臥 位 とし,FLUOTHANE
全 身麻酔下 にオ トガイ下部 に皮切 を加 え,顎 舌骨
筋神経,オ トガ イ下動静 脈 を傷 つ けない よ うに注
意 しなが ら顎二 腹筋 前腹 を明示 し,筋 腹 中央 に,
ハ ミル トンマ イ クロ シ リンジ を用 いて10μm注
入 した(写 真3)。 生 理食 塩水 で洗 浄後 完全 閉鎖
創 と し,ラ ッ トを48時間 生存 させ た後 にチ オペ
ンタール(ラ ボナール)0.2～0.3mg/gの腹腔 内
麻 酔下 で灌 流 固定 を行 った。左 心室心尖 か ら上行
大動脈 に向 けて カニ ュー レを挿 入 し,ヘ パ リン加
生理食塩 水200mlを灌流 して血液 を除去 した。次
に,1%パ ラホル ムアル デ ヒ ドと1%グ ル ター
ル アル デ ヒ ドを含 む0.1Mリン酸緩 衝 液(pH7.2>

























るに当たって,閂 部(obex)を最後野 とし,橋 に
存在する三叉神経脊髄路核(以 下sp5)に 出現






算定 し,経 時的変化を観察 し,統計学的に対照群
と実験群を比較 した。





(写真2a)。一 視野 あた りの 筋線 維数 に対 し
AChE活性 を示 す もの は平 均64.2±21.31個で
あった(図2)。
　神経切断群:術 後3日 例ではAChE活性が顎
二腹筋前腹中央部にみ られたが,術 後7日 例で消
失 しその後84日例 においても観察で きなかった
(23)
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図1
a)検索部位(外側面)






術後7日 例で消失 したが(写 真2b),術後28日例





線維,濃 染するものをタイプ2線 維 とし,さ らに
タイプ2線 維のうち酸前処理のpH4.6で淡染する
ものをタイプ2A線維,　pH4.2で淡染す るものを
タイプ2B線維,い ずれのpHで も淡染 しない も
のをタイプ2C線維とした。
　対照群:観 察 され る線維 はタイプ1,タ イプ
2aおよびタイプ2bでタイプ2Cは認め られなかっ
(24)












　 　 　 　 　 Mann-Whitney　U-test　with　Bonferroni　c rrection
図3　 タ イプ2C線維 の 出現 率
　 　 両 群 と も術 後14日例 で 出 現 し,以 後 術 後84日例 ま

















　 神 経切 断群:術 後3日 例 か ら84日例 まで,
HRP神経標識細胞は確認で きなかった。
　筋剥離群:術 後3日 例 から術後14日例 までは,
HRP神経標識細胞は認め られなかったが,術後







され一次変性(障 害変性〉 と二次変性(ワ ーラー



















　本研究 の神経切断群ではAChE活性 が消失 し
た。支配神経の連続性が絶たれ,中 枢側から末梢











　 タンパク質 と凝集素の複合体 か らなるWGA-
HRPは,末梢側の神経断端 から逆行性に軸索輸
送され中枢に標識物質として現れ,神 経線維連絡




















るとタイプ1線 維,タ イプ2A線維,タ イプ2B線
維に分化成熟する9,32～34)。根本35)はラッ ト顎二腹
筋前腹において も,これ らと同様の結果が得 られ
たと報告 している。一方,高田1)は神経支配を失っ
た骨格筋線維はタイプ2C線維 に変化 し運動機能
を失 うが,再 神経支配が得 られれば筋機能は回復
し,そ の経過中にタイプ2C線維が出現すること


































現 したタイプ2C線維は神経切断群 に類似 してい





















におけるAChE活性 は低下,消 失 し,ほ ぼ同時
期に筋組織内からの逆行性軸索輸送 も遮断 される。
　一方,筋 組織を周囲組織か ら剥離した場合 も一
時的に支配神経の連続性が断たれ るが,術 後21
日までに神経軸索における物質輸送は再開される
ものと考 えられた。 しか し,一時的な神経線維の
断裂であっても,支配神経を完全に切断 された筋
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